
【予防ショートステイ＋予防訪問介護等の月額報酬サービスを利用した場合について】 

 
ショートステイを利用している要支援者が、ショートステイ利用日以外に介護予防訪問介

護等の月額報酬サービスを利用した場合、月額報酬部分は、1月の日数からショートステイ
利用日数を減じた日数により日割り算定で請求します。 
 
給管鳥では、以下の手順に従って介護給付費明細書および請求書の作成をおこなってくだ

さい。 
【操作手順】 
例） 
同月に介護予防訪問介護のサービスと、介護予防短期入所生活介護を 5日間利用した場合。 
サービス実績画面を表示させ、 
  ①［週間表示］ボタンをクリックして週間表示画面にします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②「1.サービスの選択」から介護予防訪問介護のサービスを選択し、［日割］に 

チェックをつけます。 
  ③［毎日］をクリックし、画面右下の［月間へ展開］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［毎日］ 

［月間へ展開］ 

［週間表示］ 



   ④1か月全ての日に［日割の予防訪問介護］のサービスを提供している状態 
（貼り付いている状態）になります。 

    実際に提供された日のサービスには、「提供日」のチェックをつけ、画面左下の 
［設定（A）］をクリックします。 
※ 
提供日のチェックをつけることで利用（提供）票の実績に提供回数が印字されます。 
また介護給付費明細書の請求額集計欄にあるサービス実日数に提供日数として 
反映されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ⑤次に、短期入所サービスを提供した日に貼り付け、その日の介護予防訪問介護等 
    の月額報酬サービスは［削除］します。 

図１：[日割の予防訪問介護等と短期入所サービスが貼り付けられている状態] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「提供日」 

例）5日が提供日の場合： 

5日の「予訪介」をクリックし、「提

供日」のチェックをつけ、 

「設定（A）」をクリックします。 

（「日割」と「提供日」の両方にチ

ェックがついている状態です。） 
「日割」 



                      ※ 
                      同一日に短期入所サービスと介護予防 
                      訪問介護等の同時算定はできないため、 
                      短期入所サービスのみが貼り付けてある 
                      状態にしてください。 
 
 
図２：[短期入所サービスと重なっていたサービス（介護予防訪問介護）が削除された状態] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ⑥画面右上の[登録／更新]をクリックして登録後、実績確定をおこない、 

介護給付費明細書等を出力してください。 
 
 
※重要 
介護職員処遇改善加算を算定されている場合、上記操作方法をおこなうことで、加算が 
正しく計算されます。 
明細書詳細編集画面からの修正では、介護職員処遇改善加算が正しい単位数になりません

ので、必ず上記操作方法をおこなってください。 
 
 
 


